
 

船舶事故調査報告書 

令和８年５月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 被引浮体搭乗者負傷 

発生日時 令和７年７月２１日 １２時３０分頃 

発生場所 山口県周防
す お う

大島
おおしま

町幣振
へ ぶ り

島南南西方沖 

久賀
く か

港天満沖防波堤西灯台から真方位３０７°２海里付近 

（概位 北緯３３°５８.２′ 東経１３２°１３.９′） 

事故の概要 水上オートバイこっちゃん号がえい
．．

航する浮体の搭乗者は、遊走中

に落水して負傷した。 

事故調査の経過 令和７年７月２４日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

水上オートバイ こっちゃん号、０.１トン（長さ２.９１メートル） 

２７０－５０３２３山口、株式会社タロサン工房 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型・特殊 

搭乗者Ａ 

 負傷者 負傷 １人（搭乗者Ａ） 

損傷 なし 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南東、風速 約４m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 低潮時 

事故の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、搭乗者Ａほか２人をドーナツ型

チューブの浮体（直径約１.８ｍ、高さ約０.５ｍ）（以下「本件浮

体」という。）に搭乗させ、長さ約１８ｍのえい
．．

航索でえい
．．

航し、遊

走していた。（写真１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本件浮体 

 

搭乗者Ａほか２人は、本件浮体中央の空間に足を入れ、両手で本件

浮体の取っ手を握っていた。 

船長は、沖に向かって直進した後、約２０～３０km/h の速力（対地

速力、以下同じ。）で本船を右旋回させたところ、本件浮体は、左に

振られ、本船の引き波に乗って空中に浮き上がり、転覆した。搭乗者

Ａほか２人は落水し、搭乗者Ａは落水時に海面で左腕を打った。 



 

船長は、搭乗者Ａが痛みを訴えていたので、本船に引き揚げ、後部

座席に乗せて出発した海岸に戻った。 

搭乗者Ａは、船長が要請した救急車で病院に搬送された。 

船長は、約１年の水上オートバイの操縦経験があり、人を乗せた浮

体のえい
．．

航経験は約２０回で、その際は本件浮体よりも高さのない浮

体を使用し、また、本事故時よりも速い速度でえい
．．

航したことがあっ

た。 

搭乗者Ａほか２人は、本事故以前に水上オートバイに引かれる浮体

に搭乗した経験があった。 

船長は、本件浮体を使用するのは本事故時が初めてであったが、本

件浮体の使用上の注意事項について確認していなかった。 

船長及び搭乗者Ａほか２人は、いずれも救命胴衣を着用していた。 

運輸安全委員会は、令和元年に人を乗せた浮体をえい
．．

航する水上

オートバイが旋回等する際の浮体の速度の変化等について、映像によ

る解析*1を行った。同解析の結果、えい
．．

航された浮体は、水上オート

バイの旋回に伴い、急激に速度が増すことが確認された。 

海上保安庁では、ウェブサイト「海上保安庁ウォーターセーフティ

ガイド*2」において、「トーイング遊具を安全に楽しく遊ぶために」と

題して、注意事項や事故事例等を掲載しており、水上オートバイが

トーイング遊具をえい
．．

航する際の速度についての注意として次の記載

がある。 

トーイング遊具の旋回時や波を越えるときは、トーイング遊具側で

はコントロールできないことに配慮し、十分に速度を落として航行し

ましょう。 

分析 (1) 本件浮体は、本船が約２０～３０km/h の速力で右に旋回したこ

とから、左に振られて本船の速度よりも速度が増した状態であっ

たものと考えられる。この状態で本件浮体が本船の引き波に乗っ

たことから、本件浮体が空中に浮き上がり、海面に落下した際の

衝撃によって転覆したものと考えられる。 

(2) 船長は、水上オートバイで人を乗せた浮体を引いた経験はあっ

たものの、本件浮体を使用するのは本事故時が初めてであったこ

とから、本件浮体に搭乗者を乗せてえい
．．

航する際の危険性や注意

事項を知らなかったものと考えられる。 

(3) (1)及び(2)から、本船が搭乗者Ａほか２人を搭乗させた本件浮

 
*1 浮体（１人乗り）が大きく振れる状況 

https://jtsb.mlit.go.jp/video/ship/2019072301.mp4 

浮体（１人乗り）が横転し落水 

https://jtsb.mlit.go.jp/video/ship/2019072302.mp4 

水上オートバイが小回りし、浮体（２人乗り）との速度比が増加 

https://jtsb.mlit.go.jp/video/ship/2019072303.mp4 
*2 https://www6.kaiho.mlit.go.jp/watersafety/pwc/10_towing/ 



 

体をえい
．．

航中、搭乗者Ａほか２人が落水し、搭乗者Ａが負傷した

ものと考えられる。 

原因 本事故は、本船が搭乗者Ａほか２人を搭乗させた本件浮体をえい
．．

航

して遊走中、船長が本船を約２０～３０km/h の速力で右に旋回させた

ため、本件浮体が、左に振られて速度が増した状態で、本船の引き波

に乗って空中に浮き上がって転覆し、搭乗者Ａほか２人が落水したこ

とにより発生したものと考えられる。 

再発防止策 運輸安全委員会は、平成３１年３月に「運輸安全委員会ダイジェス

ト第３２号（楽しいレジャーに潜む事故！）*3」を発行し、水上オー

トバイにえい
．．

航された浮体が波を乗り越える際に転覆した事故や旋回

中に搭乗者が落水した事故例等を掲載し、同種事故の防止を呼び掛け

ている。 

 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・浮体をえい
．．

航する水上オートバイの船長は、旋回する場合は、浮

体が波で空中に浮き上がることがないよう安全な速力で操縦する

こと。 

・水上オートバイの船長は、浮体をえい
．．

航する場合、浮体の安全性

等に係る注意事項をあらかじめ確認すること。 

 

 
*3 https://jtsb.mlit.go.jp/bunseki-kankoubutu/jtsbdigests/jtsbdigests_No32.html 


